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歳
入

　

平
成
28
年
度
は
町
の
基
盤
整
備
事
業
と
し
て
、「
バ

イ
オ
マ
ス
メ
タ
ン
発
酵
施
設
」
の
整
備
の
ほ
か
、
道

路
新
設
工
事
や
水
道
の
老
朽
管
更
新
事
業
を
継
続
し

て
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
鳥
屋
小
学
校
、
鹿
西
小
学

校
校
舎
の
大
規
模
改
造
工
事
を
行
い
、
教
育
環
境
の

充
実
を
図
り
ま
し
た
。
地
方
財
政
を
取
り
巻
く
状
況

は
依
然
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
国
県
の
補
助

金
を
活
用
し
、
行
財
政
改
革
の
推
進
に
よ
る
行
政
コ

ス
ト
の
抑
制
を
図
る
こ
と
で
、
財
政
基
盤
の
安
定
化

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

歳入合計

104億
4,968万円

町税
16 億 9,402 万円
（16.2％）

地方交付税
48 億 9,088 万円
（46.8％）

国庫支出金
10 億 5,895 万円
（10.1％）

県支出金
6 億 4,446 万円
（6.2％）

町債
9 億 1,857 万円
（8.8％）

地方譲与税
1 億 179万円
（1.0％）

分担金及び負担金・
使用料及び手数料

2 億 7,699 万円（2.7％）

その他
3 億 5,023 万円
（3.4％）

繰越金
1 億 6,313 万円

（1.6％）

繰入金
5,565 万円
（0.5％）

財政健全化判断比率

健全化判断比率 早期健全化
基準平成27年度 平成28年度

①実質赤字比率 赤字額なし 赤字額なし 14.14％

②連結実質赤字比率 赤字額なし 赤字額なし 19.14％

③実質公債費比率 11.7％ 10.8％ 25.0％

④将来負担比率 73.2％ 81.2％ 350.0％

標準財政規模：町税、普通交付税などの使途が決められていない
　　財源（一般財源）の合計額

公 債 費：借入金の返済に要する経費
公営企業：地方財政法で定められた地方公共団体が特別会計を設

けて運営する事業（例：水道、下水道、電気、ガスなど）

【財政用語解説】

■中能登町の健全化判断比率及び早期健全化

地方消費税交付金
2 億 9,501 万円
（2.8％）

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づく、
中能登町の平成 28年度決算における「健全化判断比率」及
び「資金不足比率」は次のとおりです。

① 実質赤字比率

　「実質赤字比率」は、福祉、教育、まちづくりなどの行政サー
ビスを行う普通会計（一般会計及びケーブルテレビ事業特
別会計）の歳出に対する歳入の不足額（赤字額）が標準財
政規模に対してどの程度の割合を占めるかを表す指標です。

② 連結実質赤字比率　

　「連結実質赤字比率」は、町の全会計の歳出に対する歳入
の不足額が、標準財政規模に対してどの程度の割合を占め
るかを表す指標です。

③ 実質公債費比率

　普通会計が負担する公債費や公営企業、一部事務組合な
どの公債費にあてる繰出金などが、標準財政規模に対して
どの程度の割合を占めるのかを表す指標です。

④ 将来負担比率

　「将来負担比率」は、普通会計の地方債（借入金）や、契
約などで支払いを約束したものが、標準財政規模に対して
どの程度の割合を占めるかを表す指標です。

⑤ 資金不足比率　

　「資金不足比率」は、公営企業会計の資金不足額が、公営
企業の事業規模（通常の営業で見込まれる１年間の収入の
額）に占める割合を示すものです。
　平成28年度決算では、対象となる３会計（水道事業会計、
下水道事業特別会計、分譲宅地造成事業特別会計）に資金
不足は発生しなかったことから、資金不足比率は「無し」
となっています。
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特別会計
会計名 歳入 歳出

後期高齢者医療特別会計 2億 2,021 万円 2億 2,005 万円
介護保険特別会計 21億 5,966 万円 21億 5,932 万円
国民健康保険特別会計 23億 3,296 万円 23億 3,049 万円
下水道事業特別会計 27億 8,556 万円 27億 8,550 万円
分譲宅地造成事業特別会計 4,150 万円 4,150 万円
ケーブルテレビ事業特別会計 1億 5,181 万円 1億  5,178 万円

地方債
会計名 地方債（残高）

一般会計 152億 7,631 万円
下水道事業特別会計 122億 1,585 万円
水道事業会計 29億 7,424 万円

歳
出

歳出合計

103億
4,369万円

総務費
14 億 1,044 万円
（13.6％）

民生費
22 億 8,077 万円
（22.1％）

衛生費
9 億 7,283 万円
（9.4％）

教育費
12 億 7,473 万円
（12.3％）

公債費
14 億 6,659 万円
（14.2％）

議会費
1億 485万円
（1.0％）

消防費
3 億 7,922 万円
（3.7％）

労働費
825万円
（0.1％）商工費　2億 4,758 万円（2.4％）

土木費
14 億 7,380 万円
（14.2％）

農林水産業費
7 億 2,463 万円
（7.0％）

問総務課（鳥屋庁舎）☎ 74‐ 2802

基金
会計名 基金（残高）

一般会計 87億 7,315 万円
（財政調整基金） 67億 3,681 万円
（減債基金） 1,068 万円
（その他特定目的基金） 20億 2,566 万円

介護保険特別会計 1億 4,881 万円
国民健康保険特別会計 4億 7,689 万円
水道事業会計 3,098 万円

■水道事業会計
区分 収入 支出

収益的収支 4億 3,939 万円 4億 3,046 万円
資本的収支 2億 4,263 万円 3億 7,190 万円

　バイオマスメタン発酵施設建設事業 （下水道）… 11億1,158万円
　道路新設改良事業　……………………………　5億2,130万円
　自立支援事業　…………………………………　3億8,502万円
　鳥屋、鹿西小学校大規模改造工事　…………　3億7,817万円
　保育園運営事業　………………………………　3億6,222万円
　老朽管更新事業 （上水道）　……………………　2億4,145万円 　
　児童手当等支給事業　…………………………　2億7,369万円 　
　県営土地改良事業　 ………………………………　1億8,906万円 　
　臨時福祉給付金給付事業　……………………　1億5,674万円 　
　 日本型直接支払制度事業　……………………　1億1,375万円  
　除雪事業　………………………………………　　   7,557万円 　コミュニティバス等運行業務　……………………   3,319万円
　感染症予防事業　………………………………　　   4,965万円 　情報セキュリティ強化対策事業　…………………   3,759万円
　乳幼児、児童及び生徒養育医療費　…………　　   4,785万円 　出産祝金支給事業　…………………………………   2,435万円
　中能登消防署訓練棟建設工事　………………　　   4,244万円 　通学路等 LED 防犯灯設置、更新事業　……………   2,096万円

平成 28年度に実施した　主な事業

完成したバイオマスメタン発酵施設完成したバイオマスメタン発酵施設

歳　入：入ってきたお金
歳　出：使ったお金
地方交付税：町の財政状況に応じて
　　　　　　国から交付されるお金
繰入金：基金を取り崩して収入するお金
町　債：町が借り入れるお金
公債費：借りたお金の返済にあてるお金

【財政用語解説】

※町税の内訳  
種別 歳入

町　民　税 7億 6,778 万円
固定資産税 7億 9,071 万円
軽自動車税 4,702 万円
町たばこ税 8,851 万円
合計 16億 9,402 万円

一般会計
　平成28年度の一般会計の歳入は、104億
4,968万円、歳出は103億4,369万円でした。
差引残額は1億599万円となりますが、そのう
ち5,762万円は翌年度へ繰り越すべき財源とな
りますので4,837万円が実質収支となります。


